
  「我等の生業」 

我等の生業さまざまなれど 

 集いて図る心は一つ 

求むるところは 

平和親睦（やわらぎむつび） 

 力むるところは向上奉仕 

おお ロータリーアン  

2018年2月21日 第2079例会 

18:00 開会点鐘   

・友情と親睦の握手 

・ロータリーソング 

  「我等の生業」 

・会長の時間 

・入会式 

 龍見洋祐 新会員 

 中野  丞 新会員 

 西澤宜征 新会員 

― 食事歓談 ― 

・幹事報告 

・委員会報告  出席状況報告他 

・他己紹介   岩本昌治 会員 

・創立40周年記念事業 

 奉仕活動奨励褒賞授賞式 

  団体賞  ｴｺｽﾏｲﾙ枚方 理事長 竹安庄平 様 

                 理事長 守安琴枝 様 

  個人賞  枚方障がい者ｽﾎﾟｰﾂ連絡会 

                    代表 米原耕治 様  

・その他 ニコニコBOX報告  

１9：00 閉会の点鐘 

本日の配布物 

①2月21日週報 

②ゴルフ同好会岡山遠征のご案内 

本日の回覧物 

・3月例会出欠確認表 

地区行事等出席報告(敬称略) 

2/17 社会奉仕委員長会議     柿丸、今平 

2/17 第2組フレッシュﾛー ﾀﾘｱﾝ研修会及び 

    第2組ロータリーデー          宮田 

2/18 ﾛー ﾀﾘー ﾃ゙ｰ担当者会議   

                宮田、國田、山口尚志 

地区行事等出席予定(敬称略)  

3/ 3 会長ｴﾚｸﾄｾﾐﾅー                                      岡山 

3/17 戦略計画委員長会議  

                宮田、山口尚志、駕田 

 

 ＊ｸﾗﾌﾞﾌｫｰﾗﾑ拙い話で申し訳ございません 

                     稲田義治 

＊ｸﾗﾌﾞﾌｫｰﾗﾑしゃべらして頂いて 

  すみません            田中商人 

＊地区ﾁｰﾑ研修ｾﾐﾅｰに参加してきました 

                    松吉冨美彦 

＊田中理事、稲田理事の検討に  日野守之 

＊多田会員、公私共いつも有難うございます 

  次回も宜しくお願いします   源本将人 

 ￥21,000-  

 ￥1,346,800-  

 

本日のお客様 

２０７８ 
 ２   21 

   72名 

  40名 

 59.70%    

出席免除 

  76.12%  

    16名 

  10名 

   5名 

2075 

3月14日(水) 

くずはｺﾞﾙﾌ場 

12:40～13:30 

■卓話 塔下博之会員 

 「タイアカ族支援報告」 

   原田義之様(ﾁｪﾝﾗｲRC) 

■他己紹介 田中一眞会員 

■被選理事会 

■外部卓話 

 よねやま親善大使 

 于 咏(ウ エイ)様 

■他己紹介 北川会員 

3月7日(水) 

ひらかた仙亭 

12:30～13:30 

2月28日(水) 

くずはｺﾞﾙﾌ場 

12:00～13:00 

■卓話  

■他己紹介 橘  会員 

■職場見学会 

 「明治なるほど 

   ﾌｧｸﾄﾘｰ大阪」 

  13時～17時 

ｴｺｽﾏｲﾙ枚方 理事長  竹安庄平 様 

     副理事長 守安琴枝 様 

枚方障がい者ｽﾎﾟｰﾂ連絡会 

       代表    米原耕治 様 

枚方市民活動支援ｾﾝﾀｰ 

     事務局長 中村仁美 様 

 

 

３月７日  
水 

受付12:00～  

開会12:30～  

於：ひらかた仙亭 
（ｳ ｴｲ） 

特別講演例会を開催 

 

 
 

講師 よねやま親善大使于咏 氏 

 

17-18年度 国際ﾛｰﾀﾘｰ第2660地区IM3組「ロータリーデー」 
2018年3月10日(土)13:00～ 於：メセナひらかた 

職業奉仕員会事業職場見学会「明治なるほどﾌｧｸﾄﾘｰ大阪」 
2018年2月28日(水) 例会12:00～13:00 見学会13:00～17:00 



会長の時間ﾞ 

 山口尚志会長 

 ４年前の創立40周年記念事業を５つの委員

会を立ち上げました。記念モニユメント製作事

業は、くずは駅前広場に時計の設置寄贈。東

日本大震災復興支援事業として、気仙沼Ｒ

Ｃ、気仙沼南ＲＣを通じての支援事業。記念式

典の挙行、記念誌の発行です。そして、５年の

継続事業として「奉仕活動奨励事業」としてな

がく、わがクラブが地域でさまざまな奉仕活動

をされている個人、団体の方を応援するという

趣旨で、奨励金を授与するものです。奨励金

受益者の方々は、その活動の充実に充てて

いただき今後の活躍を期待するところです。 

 本日は、40周年時からスタートし４回目・本年

度の「奉仕活動奨励事業」の受益者として、団

体賞に エコスマイル枚方 代表・竹安庄平

様。個人賞に 枚方障害者スポーツ連絡会代

表 米原耕治様に奨励金をお渡しします。私た

ちロータリアンは受賞された方の奉仕活動の内

容を知ることはもちろんのこと、その趣旨を理解

することが共に奉仕活動を実践する者として意

義あることと確信しています。お二人の奉仕活

動のご発展を祈念申し上げます。 

 こんにちは！国際奉仕委員会の稲田です。

事業の内容については17-18年度の年始に

事業計画をお話させて頂きましたが、具体的

な内容も決まりましたので、改めてお話いたし

ます。まずロータリーの国際奉仕としては、世

界平和を目的に、紛争・自然災害、貧困・・・。

特に発展途上国などにおいて様々な支援を

行っております。具体的にはポリオ撲滅活動

などが有名でしょうか。また米山記念奨学会と

いうロータリーの外郭団体があり、日本に在留

している外国人留学生に対し、将来母国と日

本の架け橋となって国際社会で活躍する優

秀な留学生を奨学することを目的としている

団体もあり、くずはRCとしても数年前までは米

山奨学生を受け入れ支援を行っていたことが

ございます。 

 本年、くずはRCとしては、ここ数年チェンラ

イＲＣ原田氏を通じて、アカ族の子ども達の識

字率向上を支援しております。本年も３／１４

の例会において、原田氏をお招きして支援金

をお渡しする予定です。また、３／７の例会で

は米山親善大使のウエイ氏をお招きし卓話も

予定しております。ぜひご出席していただきま

すようお願い申し上げます。 

 最後に、くずはRCとして国際奉仕とどう向き

合い活動するべきか。私の個人的な思いとい

うか感想です。先週の例会で地区の国際奉仕

へ出向されている初木会員に地区補助金のお

話しをして頂きました。私も次年度段階含め３回

ほど地区の委員会に伺い感じたことですが、通

常の補助金事業はくずはとして行っており、グ

ローバル補助金については難しいなあと感じた

次第です。国際奉仕としてもう少しハードルを下

げて実際に各クラブでも行える事業を推奨なり

提案して頂ければ、国際奉仕も今以上に貢献

できるのかなあとも感じました。 

 我がくずはRCに置き換えると、枚方RCのよう

に、友好RC・姉妹RCを結び、相互理解、国際

交流を通じての活動、または市内に６大学があ

ることから、独自に留学生への支援活動など。 

いつもＪＣの話で恐縮ですが、柿丸会員、姫島

会員世代のＪＣでは市内の留学生を含む大学生

との国際事業にも積極的に取り組んでいまし

た。ＪＣと同じこと（地区は望んでいるような感じも

しますが・・・）ではなく、ロータリーだからこそ出

来る、またロータリーだからこそ、するべき事業を

模索し、くずはRCのあるべき姿、進むべき道を、

来るべき創立４５周年の際には、國田副会長に

指し示していただきたいと切に願います。ロータ

リー歴７年小僧のたわ言にお付き合い頂きあり

がとうございました。                     

研修会ｸﾗﾌﾞﾌｫｰﾗﾑ 

 
「国際奉仕活動について」 

①第１１回くずはRC杯枚方少年野球ｼﾞｭﾆｱ大会 

 8月27日 於：枚方東部スタジアム 開会式  

 京阪神より82チーム参加 運営費20万円 

 12月16日 於：クボタグランドにて 

          ３位決定戦・決勝戦・閉会式 

 優勝：高槻ﾌｪﾆｯｸｽ 準優勝 登町ｲｰｸﾞﾙｽ

②北河内柔道大会の支援    

 9月17日 於：交野市いきいきﾗﾝﾄﾞ体育館 

 団体戦、個人戦（一般の部は年齢別有）  

 参加者 600名 協賛金5万円 

③ボーイスカウトの支援 

 9月6日北大阪地区枚方18団に活動支援金 

 3万円を贈呈 （例会にて） 

④地区行事ライラへの協力 9月 応援登録   

＜他クラブの青少年奉仕活動＞ 

＊大阪大手前ＲＣ－ 

 ・大手前整肢学園のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱを励ます会  

 ・尼崎学園ﾃｰﾌﾞﾙﾏﾅｰを教える食事会開催 

＊城北ＲＣ－ＬＹＲＡへの参加 

＊枚方ＲＣ―・RACと合同で事業を開催 

 ・養護施設との交流会（枚方ﾊﾟｰｸ） 

 ・ｸﾘｰﾝﾊｲｸ（淀川の河川敷を掃除する活動） 

＊寝屋川ＲＣ－・少年野球（学童）大会の開催 

 ・ﾚｽﾘﾝｸﾞ大会・ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ大会開催 

 

 青少年奉仕委員長をさせていただいて・・・ 

各ＲＣさん内容はそれぞれ違いますが、未来

の宝である青少年の皆さんに奉仕活動として

情熱をもって応援されている事を感じさせてい

ただきました。また、青少年の皆さんからも一

生懸命な姿や前向きに頑張っている姿を少し

だけでしたが関わらせていただいて、私たち大

人ももっと頑張ろうという気持ちになりました。 

 また来年も参加させていただこうと思いまし

た。こういう風に奉仕の輪が広がっていくんだ

なあと感じました。 

 稲田義治 委員長 

「17-18年度くずはRC青少年 
  奉仕活動を振り返って」 

      

 田中商人 委員長 


